
質問1 　建築改修工事の内装改修工事にて、床の改修内容で既存床の上に
ポリスチレンフォームｔ＝20新設の上セルフレベリング材ｔ＝20にて
不陸調整、複層ビニル床シートｔ＝2.0となっていますが、ポリスチ
レンフォームの上の不陸調整材が割れる可能性が高いと思います。

質問2 　建築改修工事の内装改修工事にて、壁の改修内容で既存の上にカチ
オン系モルタルで下地調整、メラミン不燃化粧板ｔ＝3.0となっていま
すが、壁の不陸調整がとれずメラミン化粧板を張ることが困難です。
　カチオン系モルタルの上、石膏ボードＧＬ張りを下地にすることは
可能でしょうか。枠チリが確保できないでしょうか。
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床の嵩上げを行う為、荷重を減らすことを前提としてスタイロフォーム(歩
行用)の使用としています。
状況によりセルフレベリング材の厚さ調整は可能です。

枠チリが確保できないと判断した為、下地調整後、既存タイルの上に直にメ
ラミン不燃化粧板を貼り付ける工法としています。
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次のとおり質問があるので、回答いただきたく提出します。
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